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『カサール王伝』の漢族地区への紹介
　カサール王について任乃強が始めて世に紹介
したとき，尤もこの場合の「世」というのはチ
ベット，新彊北西部，及び西アジアー帯，内蒙
古，青海省，甘粛省、外モンゴル，及び其の北
部一帯の旧ソ連の南部国境付近，或いは四川省，
雲南省，ネパール，ブータンなどのチベット族
やモンゴル族居住地区で，カサール王の伝説が
既に広く流布されてきた地域以外の「世」とい
う意味であるが，彼はこのカサール王の物語を
「蔵三国」という名で呼んだのである。それは
1944年の「辺政公論」第四巻で，其の篇題は
「『蔵三国』の初歩的紹介」である。仁乃強は其
の文章の中で「民国十七年にチベット東部（当
時の康西省）に調査に入ったが，其の時チベッ
ト人の間では『蔵三国』が各戸に広く伝承され
唱えられているということであり，それが一体
どんなものであるか，特にそれが『三国志演義』
の訳本なのか或いは『三国志演義』になぞらえ
て作られた物語なのか，という点を明らかにし
たいという思いに駆られたが，結局は解らなか
った。」と述べ，しかし最後にある活仏のお寺
で巨大な壁画を見る機会を得たが，それは，あ
る建物の窓の中に男女がおり，一人の赤ら顔の
武士が人を率いて梯子を登り，其の男女と争っ
ているというような絵であったという。通訳は
其の活仏の指さすのによってどれが蔵曹操でど
れが蔵関公であるかを示した。そして関公の妻
が曹操に奪われ，関公がそれを奪い返している
ところであるということであった。仁乃強はそ
こで其の話は『古今本三国演義』と符合しない
ので，これは『三国演義』の翻訳ではないとい
うことが解ったというのである。その時から仁
乃強のカサール王伝説に対する興味がにわかに
湧き出てきたのであった。その後仁乃強はカサ
ールについての多くの論文を書き，またいく篇
かの『カサール王伝』の物語を漢訳して，漢民
族の間にこの物語を広く紹介したのであった。
　因みに仁乃強はこの論文の中で次の様に言っ
ている。「ある人はラサの関帝廟に祭られてい
る神はリン・カサールであると言っているが，
それは間違いである。ラサの関帝廟は乾隆帝の
時代に満人漢人の官員が建てたもので，清朝初
期は朝野を挙げて関羽を崇拝していて，随所で
其の護国の霊験あらたかなるを言うためにそこ
に関帝廟を立てたのである。当時漢人は誰もカ
サールがいかなる人物かを知らなかったはずで
ある。本当のカサールの塑像は，ラサの大召寺
の中にあるが，今日に至るも漢人は誰もそれを
見分けられない。ただチベット人の僧侶だけが
カサールを判別する事が出来るだけである。」
此処に書かれている「今日」というのは1944年
当時と言うことである。しかし恐らくこの仁乃
強の説は間違いであろう。前稿rカサール王伝
（一）」の（十一）に書いたように，現在のラサ
市内にカサール廟が有り，それが多分此処に仁
乃強が言うところの関帝廟であろう。現在でも
この廟の中にはカサール王の塑像はない。しか
し今現にそこはカサール廟となっておりカサー
ルに纏わる文献資料などがかなり保存されてい
る。ラサ市内には他にカサール廟と言われてい
るものはない。1944年当時誰かがラサにカサー
ル廟があるといっていたとすれば，この廟以外
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には考えられない。そして当時そこがカサール
廟であると言われていたと言うなら，そこには
そう言われる何らかの根拠があったものと考え
られる。乃ち些か穿った推測が許されるなら，
恐らくそこは以前カサール廟であったのが，清
朝の勢力が進出して来たことによって，カサー
ル廟は廃され，関帝廟と改められた可能性は大
いにある。そうすれば前稿に出した写真は関帝
像と言うことになる。しかしその後清朝の勢力
が後退するに応じてまたカサール廟とされるよ
うになったのであろう。故に今なお関帝像だけ
は遺っていて，関帝とカサールの合同廟のよう
な観を呈しているものと思われる・
『カサール王伝』の世界への紹介
　さて仁乃強は1940年代になって初めてカサー
ル王の物語を漢民族世界に紹介したのである
が，しかし世界的視野から見て，カサール王伝
説が漢民族世界以外に紹介されたのは実はもっ
と古く，王折暖の研究論文「チベット族史詩
『カサール王伝』」に依ると，1776年にロシアの
旅行家パラライスが『カサールの物語』と題し
てロシア国内で出版している。また1839年には
やはりロシアのスモテッドはピーターバーグで
モンゴル語文『カサール王伝』を印刷し，同時
にそれをドイツ語に訳して出版した。二十世紀
の三十年代にはやはりこれもロシアのクオツオ
ンが『カサール王伝』に芸術論的評論を加えつ
つ七章モンゴル語本を『カサール物語』として
訳したのであった。また1902年にはフランスの
フランクがチベットから手書きのチベット語本
『カサール王伝』を集めて持ち帰り，ユ905年に
インドで『カサール王故事』と題したチベット
語・英語の対照本を出版した。二十年代にはフ
ランスのダウェイ・ニル女史が青海省地区にや
ってきて，チベット人のヨウト・ラマの援助の
下にチベット人芸人の説唱した部分的な『カサ
ール王伝』を記録し，フランスに帰国したあと，
それをフランス語に翻訳して1931年に出版した
のであった。彼女はその後また中国に来て『カ
サール王伝』の一部である「審嶺大戦」の手書
きの写本を集めて持ち帰った二彼女のフランス
語の訳本はその後英語にも転訳された。この他
フランスのステインは中国を訪れ，四川省で
『カサール王伝』を収集し，其の研究も行った。
そして1956年に『林土司本チベットのカサール
王伝』をパリで出版した。そしてまた「チベッ
ト史詩と説唱芸人の研究」をものして1959年に
パリで出版している。この本は1993年に取昇に
依って中国語に翻訳され，西蔵人民出版杜から
出版されたのである。
　こうして見ると『カサール王伝』は世界的に
はずいぶん古くから知られていたことになる。
それだけヨーロッパ人達の興味を引く内容であ
っということが出来るであろう。それでは仁乃
強の紹介以前は漢民族は全く『カサール王伝』
に接する機会がなかったのかと言うと実はそう
ではない。清朝の康煕五十五年（1716年）に北
京でモンゴル語の『カサール王伝』が出版され
たことがあった。しかしこれはモンゴル語であ
ったが故にこの物語りがそれを契機に広く内外
に流布すると言うことはなく，結局は仁乃強の
研究を待つことになったのである。ただこの時
のモンゴル語本『カサール王伝』はいわゆる出
版されたものとしては最も古く，後々研究が進
められるにつれて重要視されるようになり，こ
の書が七つの章からなっているところから『七
章本』と通称されるようになったのである。
　以上見てきたようにこの『カサール王伝』は
最初に出版されたり，中国国外で翻訳されたも
のは皆モンゴル語本であったために，中国内外
一般ではこの物語は本来モンゴル民族の問に創
作され伝承され演唱されて来たものと思われて
いた。研究が進むにつれて実はそうではなくも
ともとはチベット民族の英雄史詩であると言う
ことが解ってきたのである。しかしこの点では
『カサール王伝』はモンゴル民族とも関係が極
めて深く，またモンゴル語『カサール王伝』が
この物語の流布研究に重要な役割を果たしたと
言うことは疑いのない事実であると言える。
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『七章本・カサール王伝』の内容
　さてそれではこの『カサール王伝』はどのよ
うな内容からなっているかを見てみる必要があ
る。まず版本としては最も古いと思われる「七
章本」は次のようである。（巴蘭「『カサール王
f云』点滴抄」から）
第一章　「カサール王の降誕と少年」
　　　　カサールが人の世に降った時，黄河，
　　　　青海一帯にはサトン，トンサル，リ
　　　　ン（嶺）の三つの部落が鼎立してい
　　　　た。リン部落の王チョドンはある捕
　　　　虜の娘を自分の部落のソロンに与え
　　　　たが，ソロンは後にチョドンと不仲
　　　　になり，北方の荒涼たる砂漠に流さ
　　　　れ，ソロン夫婦はそこでぼろを纏い，
　　　　あばら屋に住み困窮きわまる生活を
　　　　強いられる。この時ソロンの妻は一
　　　　人の子供を育てていたが，それがカ
　　　　サールである。カサールは梵天の子
　　　　であったが，この世の人々を妖魔の
　　　　悪行から救うために，人の世に使わ
　　　　されたのであった。少年カサールは
　　　　人間の目玉を啄む禿鷹や子供の舌を
　　　　引きちぎることを楽しみとする悪徳
　　　　ラマをやっつけたが，後に荒涼たる
　　　　砂漢をみずみずしい青草生い茂る豊
　　　　かな牧場に変え，其の牧場ではたく
　　　　さんの牛や羊が飼えるようになっ
　　　　た。チョドンはそれを見て重い税金
　　　　をかけた。カサールは礼を尽くして
　　　　チョドンに会い，一匹の性格の烈し
　　　　い駿馬を贈った。チョドンが其の馬
　　　　に乗ると，馬は何日も何日も駆けつ
　　　　づけ，止まったときにはチョドンは
　　　　いきも絶え絶えでほとんど死にかけ
　　　　ていたほどであった。カサールはこ
　　　　　うして草原に其の若き名を馳せたば
　　　　かりでなく，その後も何度も封建領
　　　　主や悪徳上層ラマと戦ってそれを打
　　　　　ち破って人々を苦難から救ったので
第二章
第三章
第四章
第五章
あった。そして美しくて非凡な女性
チュボを要り，遂にチョドンを騎馬
戦闘試合でうち負かして，リン部落
の王となったのである。
「カサール黒まだらのトラをやっつ
ける」
カサールの武芸は抜群で人々の苦難
を除くために，山のように体が大き
くて人問を丸ごと呑み込むという黒
まだらのトラを退治した。彼は其の
肉を人々に分け与え，其の皮で矢が
らを作り，其の筋で弓の弦を作って
リン国の民を守ったのであった。
「協力して漢人の皇帝を助ける」
漢人の皇帝が其の愛する皇后を病で
失い，心中落胆のあまり其の遺体を
日夜抱いて離さず，果ては人民にこ
ぞって悲しむことを要求し，坐って
いようと，立っていようと，道を歩
いていようと，必ず悲しげな声を出
して泣き叫ばなければならないと命
令を下した。カサールも乞われて其
の葬儀に参列したが，其の時うまく
皇帝の気をそらして，其の命令を撤
回させ，人々はまた平穏な生活に戻
ることが出来た。そして其の皇帝の
娘を妻としてリン国に連れ帰ったの
であった。
「十二頭魔王をやっつける」
十二頭魔王が人々に害を為し，それ
を除くためにカサールは智と力でこ
の魔王をやっつけ，彼の美しい妻ア
ルラク王妃を魔王の手から救い出し
た。
「サトン河の大戦」
カサールは北方の人民を危難から救
うため，遠征し，長い間帰らなかっ
た。サトン河（モンゴル語で黄河の
こと）流域の三つのホル部落の王が
機に乗じて膨大な兵力でリン国に攻
め込んできた。部落の中にいたチョ
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第六章
第七章
ドンは敵に抵抗しないばかりか，秘
かに敵に通じて，カサールの兄弟達
を殺させた。其のため三十人の大将
が戦死し，王妃のチュボも捕虜とし
て連れ去られた。カサールはとって
返してまずチョドンを懲らしめ，敵
を追いかけ最も凶悪な黄帳王を捕ま
えて殺し，彼の心から愛する王妃チ
ュボを奪回したのであった。
「魔法ラマに戦い勝つ」
遠くからホトクト大ラマに身を変え
た妖魔がやってきて，口先うまくカ
サールに福を与えると言いながら，
カサールがちょっと油断した隙に，
魔法を使って，カサールを一匹のラ
バに変えてしまった。妖魔はラバに
なったカサールを引いて故郷に帰
り，そこで毎日いろいろな苦役にこ
き使った。この時天界の梵天始め神
仏はみんな彼を助けるすべを持たな
かったが，勇敢で，聡明で，知恵者
であるアラクル王妃が其の武芸と知
謀に依って妖魔のラマを退治して，
カサールを救い出すことが出来た。
王妃が聖なる水を取ってきて，ラバ
に振りかけると，カサールはまた本
来の姿に戻ったのであった。
「地獄から母を助け出す」
十大法力を身につけた妖魔に懲罰を
与えてカサールが帰ってきてみる
と，カサールの母親は心労と嘆きの
余り既に帰らぬ人となっていた。カ
サールは帰ったあと，母の魂を訪ね
てあらゆるところへ行ってみた。天
界，人間界くまなく探し最後にあの
世に行ってみて，母の魂が地獄に捕
らえられているのを見つけだした。
カサールは大いに怒り，即座に地獄
の鉄の鍵を打ち砕き，地獄の門を守
っている牛頭神と馬面神を殺し，閻
羅王をひっ捕らえて九十九本の鉄の
　　　　根棒で打ちのめし，閻羅王がたとえ
　　　　身ををネズミに変えてもカサールの
　　　　与えた罰からは逃れられないところ
　　　　まで押さえ込んだ。そうしておいて
　　　　彼の翼のある馬に甘泉で口を濯がせ
　　　　てから，母親の魂を其の口に含ませ，
　　　　天界に昇って彼の父親である大梵天
　　　　を訪ねて母親を救ったのであった。
　以上がモンゴル語本の最古の版本の内容であ
る。
チベット本『蔵二国』の内容
　次に先に挙げた仁乃強の論文から，仁乃強が
民国十七年（ユ928年）に，チベットの雑科保正
から聞いたという『蔵三国』の内容十九部の名
称と其の簡単な記述内容を挙げてみよう。
「諸天会議」
ある怨みに汚れた仏法の婦人が転生し
て魔となり，仏法を破壊しようと発願
した。蓮華仏は，其の願力によって三
人の仏法を破壊する能力を持った子供
が産まれ，それがホル三国であること
を知った。（ホル三国とは，恐らく胡人
三国のことで，ホルカナつまり黒いテ
ントに住む胡人，ホルカガつまり白い
テントに住む胡人，ホルカロつまり黄
色いテントに住む胡人のことである）
そこで諸々の天神仏を一同に会し，一
人の神を人間世界に下し，魔人の三国
を打ち破る人間として転生させたので
ある。それが即ちカサールであった。
「誕生」
この神の懐胎，誕生と幼年時代の生活
を述べている。そしてこの子はリン国
の王が女奴隷と密通して生ませたこと
になっている。始めは人から蔑視され
ていたが，名前はジョルと言った。ジ
ョルとは困った子，或いは聞き分けの
ない赤ん坊と言う意味である。しかし
ジョルはしっかりした子に育っていく。
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三，r競馬」
　　リン国王は競馬で勝ったものに王位を継
　　承させるとした。ジョルと他の部族の
　　子供たちと競馬で競い合い，多くの嫌
　　　がらせやだましに会いながらも，術で
　　　もってそれらを抜け出し，遂に勝利を
　　勝ち取って王位についたのであった。
　四，「リンと中華」
　　　中国の皇帝が一人の魔性の女を手に入
　　　れたが，其の女は次々と仏法を破壊し
　　　ていった。其の娘五人は母親を其の化
　　　身から救おうとして，秘かにカサール
　　　を招いた。カサールは様々な方法を使っ
　　　て，魔性の女の術をうち破り，遂に仏
　　　法を広めたのであった。
　五，「テナチェ」
　　　魔王の名前をこの章の題名としている。
　　　最初の章で仏法を破壊することを発願
　　　した婦人が転生の後，三人の魔性の子
　　　を育てた事情を述べる。
　六，「ホルの侵略」
　　　ホルカガが汚い方法を使ってカサール
　　　の優れた知能を無きものにしようとし
　　　てリン国に攻め入ったが，カサールの
　　　愛する妻チュムを連れ去って，結婚を
　　　迫る。
　七，「ホルに打ち勝つ」
　　　カサールは奇計によって眠らされてい
　　　たが，目覚めると，困難を克服して，
　　　一族郎党を集め，巧みにホルを襲撃し，
　　　愛する妻を奪回し，三人の魔性のかし
　　　らをきり殺したのであった。
　八，「ジョとリン」
　　　ジョアサタンチアポとリンのカサー
　　　ルとの戦い，及び其の子のイエラが
　　　カサールに投降したことを述べる。
　九，．「シチェ」
　　　シチェ王国を征服する。
　十，「タジヤ」
　　　大食国を征服する。
十一，「リンとソップ・上」
　　　西モンゴルを征服する。
十二，「リンとソップ・下」
　　　東モンゴルを征服する。
十三，「シジ」
　　　シジとは北方の国の名，此処ではカサ
　　　ールが其の国を征服したことを述べる。
十四，「カチ」
　　　チベット人はインド回教徒のことをカ
　　　チという。此処ではカサールがカチか
　　　ら宝石を取ることを述べる。
十五，「チュコ」
　　　カサールが外国から珍しい器を奪い取
　　　ることを述べる。（チュコ国はインドの
　　　外にある国）
十六，「パイジヤ」
　　　パイジャ国を征服することを述べる。
十七，「ジラドとの友好」
　　　ジラドとは西方の女の国。此処に友好
　　　のことを述べるのは，チベットの風俗
　　　に客を迎えるのには必ずハダ（絹の長
　　　い布）を重ねるのは此処に始まると言
　　　うことを言うのである。
十八，「九眼の珠を取る」
　　　九眼の珠とは自然に石の中に意味のあ
　　　る文様が入っている宝石のことで，黄
　　　金の数倍の値打ちがある。此処ではカ
　　　サールがそれを求めて取ったことを述
　　　べている。
十九，「リンと地獄」
　　　カサールが地獄へ行って妻を助け出す
　　　ことを述べる。漢人地区に伝承されて
　　　いる目蓮救母の話に似ている。
『七章本』と『蔵三国』との内容のち
がい
　書かれたテキストとしてみるとモンゴル語本
とチベット語本の問には非常にはっきりとした
違いがあってそれを『カサール王伝』の研究者
白歌楽は「モンゴル語本の特徴は詩歌体で頭韻
を踏んではいるが，散文が主要なものとなって
中国北方少数民族伝承文学概説(五)--チベット族英雄叙事詩カサール王伝(二)--
Page:5無断転載禁止。　
いる。これに対してチベット語本の方は詩歌体
と散文体が交互に併用されている」と述べてい
る。今此処に挙げた『七章本』はテキストであ
るが，チベット語本は語られたものの聞き書き
であるから互いに其の性質をことにしているの
で，其の体の方の比較は別稿に譲ることにする。
　しかし此処でモンゴル語本の内容とチベット
の古い伝承の内容を比べてみることは十分出来
る。そうすると次のような点が明らかになる。
まず全体的に見た場合の両者の違いは，チベッ
トの方が極めて仏教的要素が強く，それに対し
てモンゴル本の方はほとんど仏教的要素が含ま
れていないと言うことである。これについては
以後の稿で徐々に明らかにして行くつもりであ
るが，インドやパキスタンの一部の地方に伝わ
る『カサール王伝』と類似の物語などにもやは
り仏教的要素はほとんど含まれていない。つま
りこの物語の発生は恐らく仏教以前にあるので
はないかと考えられるのである。もし仏教とと
もに発生したか，或いは仏教の隆盛以後に発生
したものであるなら，あれほど多くの仏教につ
いての経典，塑像，建築，タンカ（チベット語
で仏画のこと），や説話が作られていたのにも
かかわらず，それらから全く自由で，それらに
関係の無い形での物語の形成は考えられない
し，しかもこの物語はかなり長いものであり，
また其の内容のバラエティーも多岐にわたって
いるところから考えるとますます成立が仏教以
後でありながら仏教性が無いと言うのは考えら
れない。と言うことはつまりチベット本『カサ
ール王伝』は仏教以前から存在していた物語に，
仏教がチベットに入り，だんだん興隆していく
ようになったあとに，仏教性が取り入れられた
のであると考えるのが順当であろうと思われ
糺ラサ周辺を始め其の他のチベット各地では，
多くカサールはシャカムニ（ブッダ）の守護神
とも認識されている。もともと各地にあった
神々が仏教の流入後に，シャカムニの守護神と
なるというのはよくある現象である。つまりモ
ンゴル語本『カサール王伝』は，仏教のチベッ
ト流入以前にチベットから北行してモンゴル語
地域に入ったか，或いは一つの可能性として，
先に見たようにインドやパキスタンに同様な物
語が伝承されているところから，この物語がチ
ベット以外の地で発生して，チベットヘ伝入し
たのとは全く異なるルートでモンゴル語地域へ
伝えられたとも考えられる。しかし今のところ
内外の研究者の間では後者の説は採られてはい
ないから，それは今後の研究に委ねるとして，
此処では一応前者の説に基づくとすると，モン
ゴル語本はチベット本よりも古いと考えられ
る。民間で作られる物語は時間の経過とともに
単純から複雑へと移行するのが一般である。今
チベット本，モンゴル語本の両者を，章の分け
方から眺めてみても，チベット本はより複雑に
なっている。たとえばモンゴル語の『七章本』
の第一章「カサール王の誕生と少年時代」は，
仁乃強の示したチベット本では第一部「諸天会
議」，第二部「誕生」，第三部「競馬」の三つの
章を含んでいる。また『七章本』の第五章「シ
ャトン河大戦」はチベット本の大六部「ホルの
侵略」と第七部「ホルに打ち勝つ」の二つの章
を含んでいる。つまり章が小さく分けられてい
ると言うことは其の小さな章の一つ一つがそれ
だけ他の章とほぼ同等の分量と内容的深さを持
っていると言うことである。即ちそれだけもと
の内容より別の内容が加わっていることを意味
している。また第八部から第十八部までは，第
十一，第十二部の西モンゴル・東モンゴル征服
の章を始めとしてモンゴル語本には無いもので
ある。これもそれだけ内容が増えているのであ
る。単純から複雑へという点が如実に現れてい
る。
　またチベット本はモンゴル語本より地名など
が非常に具体的にはっきりと書いてある。例え
ば第十部の大食国（つまりペルシャ），先に挙
げたモンゴルも其の部類である。また第十四で
はインドの回教徒のことをはっきりと具体的に
取り上げている。本来『カサール王伝』のよう
ないってみれば些か荒唐無稽な話ではそこに登
場する人の名前や場所の名前ははっきりしない
ものが多いはずである。それをはっきりと具体
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的に表現しているということは，其の物語が流
伝していく過程で，聞く人々や時代環境の要求
や要請によって徐々に現実の状況や世界に近づ
いて行かざるを得なかった結果であろう。また
チベット本『カサール王伝』の各部の名称は，
この物語が後に更にもっと複雑化し，多様化し
ていったあとの部の内容と一致しているものが
かなりある。それについてフランスのステイン
は次のように比定している。
　　「諸天会議」は「天嶺卜笠の部」，「誕生」は
「リン国に誕生するの部」，「競馬」は「競馬で王
を称す」，「リンと中国」は「漢の地とリンの部」，
「テナチェ」は「黒魔の部」，「ホルの侵略」は
「ホルの部」，「ホルに攻め勝つ」は「ホルとリン
の大戦の部」，「チェとリン」は「キョウとリン
の大戦の部」，「シチェ」は「辛赤の部」，「タツ
ジャ」は「大食の財宝を分けるの部」，「シジ」
は「水晶宗の部」，「カチ」は「カチ玉宗の部」，
「チュコ」は「チュコ兵器国の部」，「パイジャ」
は「パイジャ綿羊宗の部」，「リンと地獄」は
「地獄の妻を救うの部」などである。
　後にはチベットの説唱芸人の中にはカサール
王の語りを百以上の部にわたって演じるものも
でてくるのであるが，仁乃強の採取した十九の
目録はそれらの最も初期の部類に属するものな
のであろう。つまりモンゴル語本は其のチベッ
ト語の初期のものよりも古い内容のものと考え
られるのである。
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